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歯学部附属歯科衛生専門学校 

令和４年度自己点検・評価及び学校関係者評価票 

 

令和４年度 

自己点検・評価項目 
自己点検・評価結果 

（現状説明，長所・特色，問題点，全体のまとめ） 
取組 

評価 

学校関係者評価 

自己点検・評価結果

への意見等 

優れている点，継続

してほしい点 
問題点・要望等 その他意見等 

取組 

評価 

評価項目① 

【重点目標】 

学生の受入れが適切かつ適正

に管理され，定期的に点検・

評価を行っているか。 

① 現状説明 

前年度の志願者数の推移に鑑み，選抜

日程を調整している。令和４年度の新入

生募集停止による，志願者数減少の懸念

があるため，付属高等学校や在学生出身

高等学校への学校案内等の発送，個別学

校見学の対応，学校訪問説明等を行った。 

 

② 長所・特色 

入学希望者への受験の機会を増やし，

また，受験生の個性を重視した入試の機

会を増やすため，総合型選抜の実施回数

を増やした。  

 

③ 問題点 

近年は入学定員充足率が 100％に満た

ないため，入学者数の確保が必須である。 

 

④ 全体のまとめ 

多様な選抜方式を用いることに加え，

進学相談会や高校訪問を通して入学希望

者へのアプローチを図っている。 

Ｂ 

・外部で進路説明会を

積極的に行っている

ことは評価に値する。 

・学生の出身校，付属

校など約90校へ案内

を送付し，教員が少な

く多忙であるが学校

を訪問し丁寧に説明

会を行うなど，様々な

方法で情報社会に対

応した学生募集を積

極的に努めているこ

とが評価できる。 

・総合型選抜の実施回

数を増やすなど多く

の学生に入学しても

らえるよう工夫され

ているが，なかなか，

入学者数が確保でき

ないことは，残念であ

る。 

・学生受入れの施設

や，ハードウェア，立

地は申し分ない。 

・受験回数を増やし，

多様な選抜方式を取

り入れ工夫されてい

る。 

・高校を訪問して丁寧

な説明会を行ってい

る。 

・１年間の募集停止を

考慮し，学校案内等の

学生募集活動に力を

入れている。 

・入学希望者数を増や

すために，学校案内が

好感を持てるよう，分

かりやすい内容に改

善されている。 

・中途退学の理由はど

のようなことにある

か，詳しく分析してい

ただきたい。 

・定員割れが続いてい

る原因の一つとして，

校舎の老朽化や短大，

大学でないことが考

えられそうである。意

識の高い入学希望者

に多く入学してもら

うには，大学附属でな

い専門学校との大き

な違いを広報するこ

とが望ましいと思わ

れる。 

・大学附属の良い点を

生かし，歯学部生との

積極的な交流につい

て学校案内を通じて

広報してはいかがか。 

・新キャンパスにな

り，以前よりきれいで

設備が充実し，図書館

や実習室も学習しや

すい環境が整ってい

る。 

・入学希望者が増加す

ることが期待できそ

うである。 

Ｂ 

評価項目② 

教員組織の適切性について定

期的に点検・評価を行ってい

るか。 また，その結果をもと

に改善・向上に向けた取り組

みを行っているか。 

① 現状説明 

円滑な学校運営を図るために専門学校

運営委員会が設置されており，教員組織

の適切性について多角的に点検・評価が

行われている。教員の年齢構成は，50〜59

歳１名，40〜49歳２名，20〜29歳１名と年

齢構成に偏りがあり平均年齢は43.3歳で

ある。 

 

② 長所・特色 

教員組織を構成するのは専任教員に加

え，実務経験豊富な歯学部教員と非常勤

講師であり，多数の授業科目を担当して

いる。 

 

③ 問題点 

全教員がクラス担任や実習担当者を務

めており，補助者がいない状況である。今

Ｂ 

・教室の様子や，休憩

中の学生が自習して

いる場面が見学でき

た。その様子からシラ

バスにのっとって進

められているようで

よろしいかと評価す

る。 

・教員の年齢構成のバ

ランスについては，ま

ずは人材重視と考え

るので，現状に問題は

なさそうだが，３学年

揃う頃には，人員を補

充できているとよい

と思うので，その時に

年齢構成を考えた補

充を考えていただき

・優秀な先生方が揃っ

ていらっしゃること

は素晴らしい。 

なお一層学生に専門

家になっていくのだ

という意識を持たせ

るようによろしくお

願いしたい。 

・実務経験豊富な講師

陣が，学生目線の意見

を聴き対応しており，

学生の知識や経験の

ために，非常に有効で

ある。 

・多忙な中，外部の研

修にも数多く参加し，

積極的に取り組まれ

ている。 

・教員の人数が厳しそ

う。学生へ満足のいく

対応のためには，増員

が望ましいと考えら

れる。 

・また，若い人材を採

用し，育成することが

急務と思われる。 

特になし。 

Ａ 
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後は多様化する学生への対応や教員の急

病などの事態に備える必要がある。また，

現状の年齢構成から，次世代を担う人材

の育成を視野に入れた採用計画が必要で

あると考える。 

 

④ 全体のまとめ 

教員組織は現状では，専修学校設置基

準及び学則に基づき，適切に編成・運用さ

れている。 

たい。 

・実務経験豊富な講師

による授業は，学生の

知識や経験のために，

非常に有効である。専

任教員，歯学部教員，

非常勤講師等，授業を

行う教員は，専門的知

識，経験豊富な人材が

充実しており，学生へ

のアンケートを定期

的に行い，学生目線で

の改善努力も伺える。 

・教員は講習会や協議

会に定期的に参加し

ており，情報共有や指

導力向上に努めてい

る。 

また，可能な限り他の

授業にも参加し，状況

の把握と学生の受講

態度等のチェックに

努めている。 

・授業に対するアンケ

ートを実施し，結果に

基づき授業内容を改

善している。教員間で

密に意見を交換し学

生に適切な指導を行

っている。 

評価項目③ 

学生生活の充実を図るため

に，学生の心身の健康等にお

ける支援対策は講じられてい

るか。 

① 現状説明 

クラス担任制を実施し，定期的な学生

面談を行って，相談の機会を設けている。

また，保健室，学生支援室等を利用して，

学生を継続して支援できる体制を整えて

いる。様々な問題を抱えている学生と個

人面談を幾度も行い，状況を把握してい

る。保護者とも密に連絡を取り，休学や退

学につながらないよう支援している。ま

た，学生指導については，校長，教務主任，

教員が情報を共有し，指導への適切性の

検証を行っている。学生の問題内容によ

っては，クラス担任の他に校長や教務主

任が面談を行い，退学等の防止対策に努

めている。 

 

② 長所・特色 

３年間を通じ同じ教員によるクラス担

任制を実施し，校長及び教務主任による

サポートの下，きめ細やかな指導を行っ

ている。 

 

③ 問題点 

休学並びに退学に至る理由は年々，多

様化かつ複雑化しており，クラス担任の

負担が大きくなっている。 

 

④ 全体のまとめ 

心身の健康を保つため，定期的な面談

により相談の機会を提供し，教職員間で

Ａ 

・３年間同じ担任であ

ることで学生個々の

把握が十分にでき，変

化に気付きやすい。ま

た，教務主任，校長に

よるサポートもあり，

様々な場面に対応が

可能である。学生につ

いて都度協議し，きめ

細かな指導を行って

いる。 

・成績が振るわない学

生には，テストと解説

の機会を設け，学力ア

ップのために工夫が

なされている。10月よ

り国試対策に取り組

み，プレッシャーなど

の心身面でも面談を

行いフォローしてい

る。就活も平行し求人

情報の活用や，専任教

員よるアドバイスに

より，不安になってい

る学生に寄り添い全

力でサポートされて

いる。今年度は退学者

が出ていないという

成果につながってい

る。 

・教員が学生の心身に

ついてもサポートが

しっかりなされてい

る。学生同士がコミュ

ニケーションを取り

やすい工夫がなされ，

モチベーションを上

げる工夫が見られる。 

・より学生の年齢に近

い若い人材を採用し，

学生に寄り添う指導

が必要と思われる。 

・年々クラス担任の負

担が大きくなってお

り，心身ともに健康で

いられるよう，教員の

メンタルサポートに

も力を入れていただ

きたい。 

・社会的にも心身につ

いての問題が増加し

続けている。同じ状況

でも影響の程度に個

人差があることが伺

える。原因は学校に関

連することだけなの

か，多方面からの問題

を考えサポートでき

れば理想的だが，非常

に難しいことではあ

りそう。 

Ａ 
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情報を共有して，個別の対応を行ってい

る。必要に応じて保護者や学校医と連携

をとり，組織全体で学生支援に取り組ん

でいる。 

・入学前教育プログラ

ムを導入したことに

より，学生の意識が変

わり，退学・休学者が

減少したことは大い

に評価できる。 


